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定
論
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勇

Im
a
g
o
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と
し
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造
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榮
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テ
ィ
リ
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次

キ

リ
ス
ト
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概
念
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水
垣
　
渉

ア
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ベ
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ァ
イ
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ァ
ー
の

　
　
「
イ
エ
ス
神
秘
主
義
」
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シ

ェ
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郎
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タ
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に
お
け
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職
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問
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乙
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禮
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号
目
次

西
田
幾
多
郎
と
キ
リ
ス
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教
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川
圭
治
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ル
ト
マ
ン
に
と
っ
て
の

　
　
イ
エ
ス
の
意
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に
関
し
て
　
　
　
　
名
木
田
薫

旧
約
物
語
テ
キ
ス

ト
に
お
け
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ヒ
ン
ネ
ー
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見
よ
）
の
機
能

シ

ェ
リ
ン
グ
『
自
由
論
』
再
考
（
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）
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・
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
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ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
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お
け
る

　
　
r
自
己
の
定
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い
て
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ー
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シ
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第
十
一
号
目
次

創
造

と
進
化
－
創
造
に
お
け
る
無
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
田
雄
三
郎

ル
タ
ー
と
カ
ー
ル
シ
r
S
タ
ッ
ト
（
二
D
　
宮
庄
哲
夫

神
言
表
の
可
能
性
と
そ
の
〈
言
述
的
〉

　
　
「
合
理
化
」
の
問
題
　
　
　
　
　
　
掛
川
富
康

ヘ
ブ
ラ
イ
ズ
ム
と
ギ
リ
シ
ャ
語
聖
書
　
　
伊
藤
利
行

エ
ラ
ス
ム
ス
の
「
敬
度
」
概
念
の
倫
理
的
基
礎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
畑

宏
枝

　
　
　
第
十
二
号
目
次

神
探
求
の
場
の
開
示
　
　
　
　
　
　
　

片
柳
榮
一

11つ
の
歴
史
的
社
会
的
イ
エ
ス
研
究
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
島
征
二

「思
い
煩
う
」
（
ル
カ
一
二
・
二
二
～
三
二
）

　
　
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
辺
明
子

レ
ッ

シ
ン
グ
の
神
学
思
想
－
序
説
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
酸
敏
眞

自
由
意
志
論
争
に
お
け
る
エ
ラ
ス
ム
ス
と
ル
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

畑

宏
枝

ア
ン

ト
ニ
オ
ス
の
修
道
　
　
　
　
　
　
竹
田
文
彦

　
　
　
第
十
三
号
目
次

内
村
鑑
三
に
お
け
る
「
内
と
外
」
の
論
理

キ

リ
ス
ト
教
倫
理
の
源
泉

七
十
人
訳
翻
訳
史
序
説

（
一
）

隠
喩
と
神
学
的
実
在
論

二
rl

ッ

サ
の
グ
レ
ゴ
リ
オ
ス
の

　
　
「
鏡
に
お
け
る
神
認
識
」
の
存
否

オ

リ
ゲ
ネ
ス
に
お
け
る
神
の
エ
ネ
ル
ゲ
イ
ア 原

島
正

名
木
田
薫

伊
藤
利
行

芦
名
定
道

土
井
健
司

松
丸

太

　
　
　
第
十
四
号
目
次

キ

ル
ケ
ゴ
ー
ル
に
お
け
る
〈
論
理
的
問
題
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
林

忠
良

罪
の
自
覚
1
そ
の
人
間
学
的
考
察
（
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
村
公
義

モ
ル
ト
マ
ン
の
歴
史
理
解
丁
ー
希
望
の
神
学
と

　
　
現
代
世
界
の
問
題
　
　
　
　
　
　
　
笠
井
恵
二

探
求
す

る
聖
霊
－
初
期
オ
リ
ゲ
ネ
ス
に
お
け
る

　
　
解
釈
的
原
理
　
　
　
　
　
　
　
　
久
山
道
彦

ニ
ュ
ッ

サ
の
グ
レ
ゴ
リ
オ
ス
に
お
け
る
「
鏡
」

　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
六

　
　
の
概
念
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
土
井
健
司

ク
リ
ュ
ソ
ス
ト
モ
ス
の
解
釈
学
－
神
理
解
の

　
　
可
能
性
と
不
可
能
性
の
問
題
を
巡
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
武
藤
慎
l

伊
藤
邦
幸
氏
の
逝
去
を
悼
む
　
　
　
　
高
野
晃
兆

　
　
　
第
十
五
号
目
次

罪
を
お
か
す
こ
と
に
よ
っ
て
罪
か
ら
救
贋
で
き
る
？

　
　
ー
ユ
ダ
ヤ
教
神
秘
主
義
の
失
敗
か
ら
の

　
　
警
告
－
　
　
　
　
　
　
　
　
森
田
雄
三
郎

ブ
ル
ト
マ
ン
と
聖
書
　
　
　
　
　
　
笠
井
恵
ニ

ア

ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
恩
寵
論
　
　
　
　
伊
藤
邦
幸

ニ
シ
ビ
ス

の

エ
フ

ラ
イ
ム
の
解
釈
学
　
武
藤
慎
一

P
・
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
に
お
け
る
「
カ
イ
ロ
ス
」
と

　
　
認
識
の
形
而
上
学
－
歴
史
的
相
対
主
義

　
　
の
克
服
を
巡
っ
て
1
　
　
　
　
　
今
井
尚
生

rコ
ヘ
レ
ト
の
言
葉
』
の
構
造
と
思
想

　
　－
1
人
称
表
現
の
用
法
を
め
ぐ
っ
て
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
井
由
嗣



　
　
　
第
十
六
号
（
故
武
藤
一
雄
名
誉
教
授
追
悼
号
）

　
　
　
目
次

神
・
愛
・
場
所
ー
ブ
ー
’
〈
　
’
－
か
ら
武
藤
へ
の

　
　
接
近

の
1
つ
の
試
み
1
　
　
　
　
水
垣
　
渉

ア
ル
バ
ー
ト
・
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
の
聖
餐
論
に

　
　
お
け

る
問
題
設
定
　
　
　
　
　
　
　
田
辺
明
子

殉
教
者
カ
ル
タ
ゴ
司
教
キ
プ
リ
ア
ヌ
ス
の

　
　
古
代
殉
教
観
の
軌
跡
　
　
　
　
　
佐
藤
吉
昭

古
代
教
会
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
経
済
思
想
の
形
成

　
　－
ト
レ
ル
チ
「
社
会
学
説
」
研
究
ノ
ー
ト
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
野
晃
兆

11つ
の
恩
恵ー
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
「
謎
責
と

　
　
恩
恵
」
十
－
十
二
章
　
　
　
　
　
　
片
柳
榮
一

ル
タ
ー
の
キ
リ
ス
ト
神
秘
主
義
　
　
　
　
金
子
晴
勇

言
葉
と
経
験
ー
ル
タ
ー
と
デ
ィ
オ
ニ
シ
ウ
ス
の

　
　
か
か
わ
り
1
　
　
　
　
　
　
　
竹
原
創
一

若
き
レ
ッ
シ
ン
グ
の
宗
教
思
想
　
　
　
　
安
酸
敏
眞

キ

リ
ス
ト
教
の
自
然
理
解
に
つ
い
て
－
序
章
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
井

晋

神
の
愚
か
さ
と
人
間
の
賢
さ
　
　
　
森
田
雄
三
郎

キ
リ
ス
ト
教
の
終
末
論
に
お
け
る
将
来
的
な

　
　
も
の
と
現
在
的
な
も
の
　
　
　
　
原
田
博
充

rキ
リ
ス
ト
教
と
仏
教
」
に
関
す
る
若
干
の
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名
木
田
薫

モ
ル
ト
マ
ン
の
聖
書
理
解
　
　
　
　
　
笠
井
恵
二

M
’
ブ
ー
バ
ー
と
ハ
シ
デ
ィ
ズ
ム
　
　
早
乙
女
禮
子

W
i
e
　
w
i
r
d
　
m
a
n
　
s
e
i
n
e
r
　
H
i
n
g
e
b
u
r
t
　
g
e
w
i
B
？

　
　
－
E
i
n
e
　
U
n
t
e
r
s
u
c
h
u
n
g
　
z
u
m
　
R
e
i
n
e
n

　
　
L
a
n
d
　
B
u
d
d
h
i
s
m
u
s
　
d
e
r
　
H
e
i
a
n
　
u
n
d

　
　
K
a
m
a
k
u
r
a
　
Z
e
i
t
　
　
マ
ル
テ
ィ
ン
・
レ
ッ
プ

　
　

第
十
七
号
目
次

ル
タ
ー
の
神
観
に
お
け
る
神
秘
的
な
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
子
晴
勇

ル
タ
ー
の
詩
篇
解
釈
に
お
け
る
語
り
手
の
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
原
創
一

エ
ラ

ス
ム
ス
に

お
け

る
『
反
野
蛮
人
論
』
と

　
　
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
　
　
　
　
　
　
畑
宏
枝

rペ
ル
シ
ャ

の
賢
者
』
ア
フ
ラ
ハ
ト
の
解
釈
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
武
藤
慎
一

テ

ィ
リ
ッ
ヒ
『
教
義
学
』
に
お
け
る
歴
史
の
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
井
尚
生

　
　
　
第
十
八
号
（
水
垣
渉
名
誉
教
授
退
官
記
念
号
）

　
　
　
目
次

応
報
か
、
行
為
・
帰
趨
連
関
か
？
　
　
　
勝
村
弘
也

聖
書
に
お
け
る
沈
黙
に
つ
い
て
　
　
　
　
伊
藤
利
行

生
成
の
論
理
と
存
在
の
論
理

　
　
ー
古
代
キ
リ
ス
ト
教
思
想
の
解
釈
へ
の

　
　
一
試
論
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
土
井
健
司

ク
リ
ュ
ソ
ス
ト
モ
ス
に
お
け
る
神
の
下
降
と

　
　
人
間
の
上
昇
－
解
釈
学
的
観
点
か
ら
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
武
藤
慎
一

こ

の

世
界
へ
の
、
こ
の
世
界
か
ら
の
脱
出

　
ー
ハ
ン
ナ
・
ア
ー
レ
ン
ト
の
ア
ウ
グ
ス

　
　
テ
ィ
ヌ
ス
解
釈
　
　
　
　
　
　
　
片
柳
榮
一

エ
ラ

ス
ム

ス
　
・
r
現
世
の
軽
蔑
』
に
関
す
る
一
考
察

　

1
そ
の
執
筆
動
機
と
思
想
－
　
畑
宏
枝

ル
タ
ー
の
詩
篇
解
釈
に
お
け
る
悔
い
改
め
と
沈
黙

　
　－
第
四
編
五
節
の
r
悔
い
改
め
な
さ
い
」

　
　
（
P
s
G
）
と
「
沈
黙
し
な
さ
い
」
（
勺
ω
出
）
の

　
　
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
1
　
　
　
　
　
竹
原
創
一

レ
ッ

シ
ン
グ
に

お
け
る
真
理
探
求
の
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
酸
敏
眞

三
〇
七



キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
「
罪
」
a
v
解
丁
－
　
r
死
に
至
る
病
』

　
　
を

手
掛
か
り
に
　
　
　
　
　
　
　
山
本
忠
義

価
値
お
よ
び
意
味
と
宗
教
の
問
題
ー
ト
レ
ル
チ
，

　
　
お
よ
び
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
思
想
を
手
掛
か
り
と

　
　
し
て
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
井
尚
生

現
代
キ
リ
ス
ト
教
思
想
に
お
け
る

　
　
終
宋
論
の
可
能
性
　
　
　
　
　
　
　
芦
名
定
道

明
治
キ

リ
ス
ト
教
と
朝
鮮
人
李
樹
廷
　
　
金
　
文
吉

“
H
a
j
a
t
i
h
o
l
o
g
i
a
”
　
a
l
s
　
d
i
e
　
w
i
s
s
e
n
s
c
h
a
f
t
l
i
c
h
e

　
　
K
o
n
z
e
p
t
i
o
n
　
T
e
b
s
u
t
a
r
o
　
A
r
i
g
a
s
　
－
　
Z
u
m

　
　
P
r
o
b
l
e
m
　
d
e
r
　
I
n
t
e
r
p
r
e
t
a
t
i
o
n
　
v
o
n
　
E
x
．
　
3
，

　
　
1
4
f
f
．
　
a
l
s
　
t
h
e
o
l
o
g
i
s
c
h
－
h
e
r
m
e
n
e
u
t
i
s
c
h
e
r

　
　
M
e
t
i
h
o
d
e
　
f
t
t
r
　
d
i
e
　
T
h
e
o
l
o
g
i
e
g
e
s
c
h
i
c
h
t
e

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

掛
川
富
康

オ
リ
ゲ
ネ
ス
『
原
理
論
』
に
お
け
る
本
性
と
被
造
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

久
山
道
彦

　
　
　
第
＋
九
号
目
次

キ
リ
ス
ト
教
古
代
の
女
性
殉
教
者
再
考
（
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
吉
昭

第
一
次
ユ
ダ
ヤ
戦
争
に
見
る
フ
ィ
ロ
カ
イ
サ
ル

た

ち
と
そ
の
系
譜
　
　
　
　
　
　
　
秦
　
剛
平

ア
フ

ラ
ハ
ト
に
お
け
る
神
の
下
降
と
人
間
の
上
昇

　
　－
解
釈
学
的
観
点
か
ら
1
　
　
武
藤
慎
一

サ
サ
ン
朝
ペ
ル
シ
ア
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
徒

迫
害
と
『
エ
デ
ッ
サ
殉
教
者
伝
集
』
　
竹
田
文
彦

『
エ
レ

ミ
ヤ
の
告
白
』
に
お
け
る

呪
い
の
言
葉
を
め
ぐ
っ
て
　
　
　
　
大
石
祐
一

知
恵
の
人
格
性
と
一
人
称
表
現
－
箴
言
八
章

　
　
一
二
節
「
私
は
知
恵
」
の
理
解
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
井
由
嗣

ヒ

ッ

ク
宗
教
的
多
元
論
の
科
学
論
的
構
造

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
倉
和
一

　
　
　
第
二
十
号
目
次

ト
レ
ル
チ
と
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
の
社
会
哲
学

　
　
ー
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
の
関
連
に

　
　
注
目
し
て
－
　
　
　
　
　
　
　
　
高
野
晃
兆

ト
レ
ル
チ
と
セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
フ
ラ
ン
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
酸
敏
眞

テ

ィ
リ
ッ
ヒ
の
生
の
次
元
論
に
お
け
る
一
問
題

　
　
－
統
一
概
念
の
周
辺
－
　
　
　
今
井
尚
生

シ

ュ

ラ
イ
エ
ル
マ
ッ
ハ
ー
の
『
信
仰
論
』
に
お
け
る

　
　
罪
理
解
　
　
　
　
　
　
　
　
　
帆
苅
猛

三
〇
八

ひ

と
り
立
つ
人
格
と
真
の
交
わ
り

　
　ー
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
「
単
独
者
」
の
思
想
を

　
　
媒
介
と
し
て
1
　
　
　
　
　
　
　
原
田
博
充

真
理
の
多
形
性
ー
ド
イ
ツ
文
化
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

　
　
テ

ィ
ズ
ム
の
今
日
的
意
義
に
つ
い
て
ー

　
　
フ

リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ヴ
イ
ル
ヘ
ル
ム
・
グ
ラ
ー
フ

表
現
主
義
と
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
視
覚
芸
術
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
桐
信
彦

伝
記
的
記
述
の
客
観
性
に
つ
い
て

　
　l
E
・
ブ
ッ
シ
ュ
『
K
’
バ
ル
ト
の
生
涯
』
を

　
　
め

ぐ
っ
て
1
　
　
　
　
　
　
　
　
小
川
圭
治

森
田
雄
三
郎
氏
の
逝
去
を
悼
む
　
　
　
高
野
晃
兆

　
　
　
z
a
l
I
十
　
l
号
目
次

「緊
張
」
に
つ
い
て

　
　
ー
キ
リ
ス
ト
教
思
想
研
究
の
方
法
に

　
　
つ
い
て
の
一
つ
の
省
察
－
　
　
　
水
垣
　
渉

K
’
バ
ル
ト
『
教
会
教
義
学
』
に
お
け
る

　
　
「
キ
リ
ス
ト
ー
信
仰
」
に
つ
い
て

　
　1
実
存
と
救
済
史
と
の
一
体
性
と
い
う

　
　
観
点
か
ら
1
　
　
　
　
　
　
　
　
名
木
田
薫

罪
の
自
覚
1
そ
の
人
間
学
的
構
造
　
口



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
村
公
義

「宗
教
哲
学
の
新
し
い
可
能
性
」
に
つ
い
て

　
　1
武
藤
一
雄
名
誉
教
授
の
学
問
的
立
場
を

　
　
め

ぐ
る
断
想
（
そ
の
一
）
1
　
　
　
今
井
　
晋

同
一
性
か
ら
複
数
性
へ
ー
ジ
ョ
ン
・
ピ
ッ
ク
の

　
　
キ

リ
ス
ト
論
ー
　
　
　
　
　
　
小
倉
和
一

反
省
と
顕
現
ー
リ
ク
ー
ル
の
宗
教
言
語
論
の

　
　
構
造
に
つ
い
て
－
　
　
　
　
　
佐
藤
啓
介

懐
疑
者
の
義
認
ー
前
期
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の

　
　
義
認
理
解
－
　
　
　
　
　
　
　
　
近
藤
　
剛

偽
デ
ィ
オ
ニ
ュ
シ
オ
ス
・
ア
レ
オ
パ
ギ
テ
ー
ス

　
　－
r
神
名
論
』
第
二
章
に
お
け
る

　
　
神
の
統
一
と
区
分
－
　
　
　
　
　
大
月
栄
子

　
　
　
第
二
十
＝
号
目
次

人
間
の
内
の
恒
久
な
る
も
の

　
　ー
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の

　
　
「
神
の
似
像
」
理
解
ー

キ

リ
ス
ト
教
に
お
け
る
性
の
問
題

内
村
鑑
三
に
お
け
る
「
神
’
人
’
自
然
」

宗
教
的
複
数
主
義
と
バ
ト
ナ
ム
の

片
柳
榮
一

笠
井
恵
二

原
島

正

　
　
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
実
在
論
　
　
小
倉
和
一

神
名
再
考
－
出
エ
ジ
プ
ト
記
三
章
一
四
節
の

　
　
統
語
論
的
考
察ー
　
　
　
　
　
　
大
石
祐
一

聖
書
、
解
釈
、
自
己
、
行
為
ー
リ
ク
ー
ル
の

　
　
聖
書
言
語
論
の
社
会
思
想
的
射
程
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
啓
介

初
期
テ

ィ
リ
ッ
ヒ
の
思
惟
構
造

　
　－
〈
1
元
論
ー
二
元
論
〉
モ
デ
ル
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
近
藤
剛

テ

ィ
リ
ッ
ヒ
に
お
け
る
宗
教
社
会
主
義
の

　
　
神
学
的
意
義
ー
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
・
ヒ
ル
シ
ュ

　
　
論
争
を
め
ぐ
っ
て
1
　
　
　
　
　
岩
城
　
聡

マ
ル
キ
オ
ン

に

お
け
る
創
造
と
悪

　
　ー
テ
ル
ト
ゥ
リ
ア
ヌ
ス
『
マ
ル
キ
オ
ン
反
駁
』

　
　
を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
－
　
　
　
　
津
田
謙
治

　
　
　
第
二
十
三
号
目
次

キ

ル
ケ
ゴ
ー
ル
に
お
け
る
》
O
o
ロ
注
巳
β
B
《
の
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

林

忠
良

シ

ュ
ヴ
ァ

イ
ツ
ァ
ー
と
ア
イ
ヒ
ホ
ル
ン

　
　ー
聖
餐
を
め
ぐ
っ
て
　
O
　
　
　
田
辺
明
子

神
学
と
宗
教
学
－
両
者
が
困
難
を
越
え
て

　
　
関
係
を
結
ぶ
た
め
の
暫
定
的
な
覚
書
ー

　
　
　
　
　
　
　
ク
リ
ス
ト
フ
・
シ
r
l
ヴ
ェ
ー
ベ
ル

リ
ク
ー
ル
の
贈
与
論

　
　ー
倫
理
の
源
泉
と
し
て
の
贈
与
の
経
論
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
啓
介

神
秘
主
義
と
罪
責
意
識
の
ア
ン
チ
ノ
ミ
ー

　
　1
初
期
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
シ
ェ
リ
ン
グ
解
釈
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

近
藤

剛

類
似
し
な
い
類
似

　
　－
神
へ
の
上
昇
の
偽
デ
ィ
オ
ニ
ュ
シ
オ
ス
的

　
　
方
法
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
月
栄
子

二
つ
の

「義
の
神
」
像
ー
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
と

　
　
マ
ル
キ
オ
ン
に
お
け
る
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

津
田
謙
治

ア
レ

イ
オ
ス
主
義
に
お
け
る
神
論
と

　
　
救
済
論
に
つ
い
て
の
一
考
察
　
　
　
大
橋
仁
夫

理
解
の
た
め
の
思
考

　
　
ー
ハ
ン
ナ
・
ア
ー
レ
ン
ト
の
『
精
神
の
生
活
』

　
　
に
お
け
る
「
思
考
」
の
意
義
－
　
今
出
敏
彦

　
　
　
第
＝
十
四
号
目
次

キ

リ
ス
ト
教
思
想
と
形
而
上
学
の
問
題
　
芦
名
定
道

　
　
　
　
　
　
　
　

三
〇
九



三
一
〇

田
村
直
臣
の
「
児
童
中
心
の
キ
リ
ス
ト
教
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

帆
苅

猛

四
世
紀
イ
ラ
ク
に
お
け
る
地
域
文
化
と
し
て
の

　
　
キ

リ
ス
ト
教
1
そ
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー

　
　
と
し
て
の
自
己
意
識
ー
　
　
　
　
武
藤
慎
一

初
期
テ

ィ
リ
ッ
ヒ
『
組
織
神
学
』
構
想
の
意
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

近
藤

剛

神
を
映
し
出
す
鏡
ー
偽
デ
ィ
オ
ニ
ュ
シ
オ
ス
・

　
　
ア

レ
オ

パ
ギ
テ

ー
ス
に
お
け
る
天
上
の

　
　
存
在
者
の
位
置
づ
け
1
　
　
　
　
大
月
栄
子

テ

ル
ト
ゥ
リ
ア
ヌ
ス
と
マ
ル
キ
オ
ン
・
カ
ノ
ー
ン

　
　－
T
異
端
者
へ
の
抗
弁
』
と
『
マ
ル
キ
オ
ン
反
駁
』

　
　
に
お
け

る
異
な
る
論
点
を
巡
っ
て
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

津
田
謙
治

人
間
の
生
に
仕
え
る
も
の
と
し
て
の
精
神
の
生

　
　ー
ハ
ン
ナ
・
ア
ー
レ
ン
ト
の

　
　
『
精
神
の
生
』
の
構
想
－
　
　
　
　
今
出
敏
彦

後
期
テ

ィ
リ
ッ
ヒ
に
お
け
る
歴
史
を
め
ぐ
る
問
題

　
　ー
問
い
の
構
造
に
つ
い
て
1
　
鬼
頭
葉
子

内
村
鑑
三
の
「
近
代
批
判
」
と
再
臨
運
動

　
　ー
社
会
か
ら
個
人
へ
、

　
　
そ
し

て

再
び
社
会
へ
1
　
　
　
　
岩
野
祐
介
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者
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渉介義眞義一一彦彦子薫道一

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
教
授

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
助
教
授

元
倉
敷
芸
術
科
学
大
学
教
授

プ

ー
ル
学
院
大
学
名
誉
教
授

明
治
学
院
大
学
文
学
部
教
授

英
知
大
学
文
学
部
助
教
授

大
阪
府
立
工
業
高
等
専
門
学
校
助
教
授

立
教
大
学
文
学
部
教
授

元
大
阪
府
立
高
等
学
校
教
諭

北
海
学
園
大
学
人
文
学
部
教
授

長
崎
ウ
エ
ス
レ
ヤ
ン
大
学
教
員

京
都
大
学
文
学
部
非
常
勤
講
師

京
都
大
学
名
誉
教
授

三

二
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京
都
大
学
基
督
教
学
会
規
約

一、

本
会
は
京
都
大
学
基
督
教
学
会
と
称
し
、
事
務
局
を
京
都
市
左
京
区

　
　
吉
田

本
町
　
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
キ
リ
ス
ト
教
学
研
究
室

　
　
に
置
く
。

二
、
本
会
は
基
督
教
学
研
究
の
進
展
を
目
的
と
す
る
。

三
、
本
会
は
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
以
下
の
事
業
を
行
う
。

　
　

a
）
研
究
発
表
会
、
講
演
会
な
ど
の
開
催

　
　
（
二
）
学
会
誌
『
基
督
教
学
研
究
』
の
発
行

　
　
（
三
）
内
外
の
研
究
機
関
及
び
研
究
者
と
の
相
互
交
流

　
　
（
四
）
そ
の
他
の
必
要
な
事
業

四
、
本
会
は
基
督
教
学
の
研
究
に
従
事
す
る
者
、
も
し
く
は
本
会
の
趣
旨

　
　
に
賛
同
す
る
者
を
も
っ
て
会
員
と
す
る
。
入
会
は
委
員
会
の
承
認
に

　
　
よ
る
。

五
、
本
会
の
経
費
は
、
会
費
、
寄
付
金
、
そ
の
他
の
収
入
を
も
っ
て
こ
れ

　
　
に
充
て
る
。

　
　
会
員
は
年
会
費
五
千
円
を
納
め
る
も
の
と
す
る
。
会
員
の
う
ち
年
額

　
　
一
口
五
千
円
を
二
口
以
上
納
め
る
も
の
を
維
持
会
員
と
す
る
。

六
、
本
会
の
運
営
の
た
め
に
次
の
委
員
を
置
く
。

　
　
（
1
）
代
表
者
（
一
名
）

　
　
（
二
）
委
　
員
（
若
干
名
）

　
　
（
1
1
1
）
監
　
事
（
一
名
）

　
　
代
表
者
、
委
員
、
監
事
は
会
員
の
間
か
ら
選
出
し
、
任
期
を
二
年
と

　
　
し
、
再
選
を
妨
げ
な
い
。

七
、
本
会
は
毎
年
総
会
を
開
き
、
会
計
及
び
一
般
報
告
を
行
い
、
必
要
事

　
　
項
を
協
議
す
る
。

八
、
本
規
約
は
委
員
会
の
発
議
に
基
づ
き
、
総
会
に
お
い
て
変
更
す
る
こ

　
　
と
が
で
き
る
。

　
　
（
本
規
約
は
一
九
九
八
年
一
二
月
か
ら
施
行
す
る
。
）

　
　
代
表
者
‥
小
池
三
郎

　
　
委
　
員
‥
高
野
晃
兆
、
林
忠
良
、
片
柳
榮
一
、
宮
庄
哲
夫
、

　
　
　
　
　
　
勝
村
弘
也
、
芦
名
定
道
、
武
藤
慎
一

　
　
監
　
事
‥
水
垣
　
渉

三
＝
二



第
二
十
五
ロ
■
編
集
実
務
委
員
会

小

　
池
　
三
　
郎

高
　
野
　
晃
　
兆

林

忠

　
良

片
　
柳
　
榮

一

宮
　
庄
　
哲
　
夫

勝

　
村
　
弘
　
也

芦

　
名
　
定
　
道

武

　
藤
　
慎

1

110
0
五
年
十
二
月
二
十
日
印
刷

二
〇
〇
五
年
十
二
月
三
十
日
発
行

発
行
者

発
行
人

発
売
元

印
刷
所

定
価
二
一
〇
〇
円

（本
体
二
〇
〇
〇
円
）

京
都
大
学

基
督
教
学
会

京

都
市
左
京
区
吉
田
本
町

京
都

大
学

大
学

院

文
学

研
究

科

キ
リ
ス
ト
教
学
研
究
室
内

小

　
池
　
三
　
　
郎

㈱

　
一
麦
出
版
社

札
幌
市
南
区

北
ノ
沢
3
丁
目
4
－
1

㈱

ア
イ
ワ
ー
ド

本
誌
の

御
註
文

は
、
最
寄
の
キ
リ
ス
ト
教
書
店
、

も
し
く
は
、
右
記
、
京
都
大
学
基
督
教
学
会
（
振

va

O
1
O
1
1
1
O
－
五
ー
七
l
1
0
七
）
へ
、
送
料
と

も
1
l
四
1
五
円
（
定
価
一
＝
○
○
円
、
送
料
一
三

五
円
）
を
添
え
て
お
申
込
み
下
さ
い
。
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